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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
、
多
く
の
町
民
皆
様
の
声
を
直
接
お
聴
き
し
な
が
ら
、
健
全
な
財
政
の
維

持
を
念
頭
に
、「
都
市
基
盤
整
備
」
は
も
と
よ
り
「
健
康
福
祉
」「
環
境
対
策
」
の
充
実
や

「
教
育
文
化
」
の
向
上
を
図
り
、
さ
ら
に
は
企
業
誘
致
条
例
の
制
定
や
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
開
設
な
ど
、
新
た
な
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
町
民
皆
様
を
は
じ
め
町
議
会
や
関
係
諸
団
体
の
ご
理
解
と
ご

支
援
の
賜
物
と
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
地
方
分
権
の
推
進
、
三
位
一
体
の
改
革
と

い
う
我
が
国
の
行
政
シ
ス
テ
ム
の
大
き
な
変
革
の
荒
波
の
中
に
あ
っ
て
、
簡
素
で
効

率
的
な
行
財
政
運
営
の
確
立
を
は
じ
め
、
加
速
度
的
に
進
行
す
る
少
子
高
齢
化
問
題

へ
の
対
策
、
さ
ら
に
は
保
健
・
福
祉
・
教
育
問
題
等
々
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
よ
う
な
多
く
の
課
題
に
直
面
し
、
そ
の
適
切
な
舵か
じ

取
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
の
世
も
時
代
の
移
り
変
わ
り
に
は
必
ず
高
く
厚
い
壁
が
あ
り
、
こ
れ
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
は
大
き
な
苦
難
が
伴
い
ま
す
が
、
先
人
が
残
さ
れ
た
偉
大
な
足
跡
を

道
標
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
足
元
を
見
つ
め
な
が
ら
、
今
年
の
干
支
え

と

「
亥い

」の
よ
う
に
、

「
た
け
く
勇
ま
し
く
」、
町
民
皆
様
の
お
知
恵
を
拝
借
し
な
が
ら
、「
安
心
と
安
全
を
感

じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
日
々
の
暮
ら
し
の
中
に
豊
か
さ
や
住
み
や
す
さ
を
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
町
政
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
一
年
が
町
民
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
多
く
の
幸
せ
が
訪
れ

る
充
実
し
た
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
　
　

上写真／日向橋から仏果・高取山を望む（写真提供：小島秀也さん）
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今
年
4
月
に
小
学
校
や
中
学
校

へ
入
学
す
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者

へ
、
1
月
15
日
ご
ろ
、
教
育
委
員

会
か
ら
就
学
通
知
書
を
送
り
ま

す
。
こ
の
通
知
書
は
入
学
の
際
に

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
、
小
学
校
へ
入
学
す
る
の

は
、
平
成
12
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
13
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
お
子
さ
ん
で
す
。
通
知
書
は
自

宅
へ
郵
送
し
ま
す
の
で
、
届
か
な

い
場
合
は
、
教
育
委
員
会
教
育
総

務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

中
学
校
の
就
学
通
知
書
は
、
各

小
学
校
か
ら
児
童
を
通
じ
て
お
届

け
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
◆
教
育
総
務
課
学
校

教
育
班
1（
内
線
）
3
6
1
4

小
中
学
校
の
就
学
通
知
書
を
送
り
ま
す

町
で
は
、
18
歳
（
高
校
卒
業
）

ま
で
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
ひ

と
り
親
家
庭
（
母
子
・
父
子
）
な
ど

の
入
院
費
・
通
院
費
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

対
象
◆
町
民
で
18
歳
に
達
す
る
年

度
の
末
日
（
3
月
31
日
）
ま
で
の
お

子
さ
ん
を
養
育
し
、
各
種
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家

庭
な
ど
。
※
申
請
者
（
父
母
な
ど
）

と
同
居
親
族
の
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。

申
請
方
法
◆
健
康
保
険
証
と
印
鑑

を
お
持
ち
の
上
、
福
祉
課
窓
口
で
　

「
親
福
祉
医
療
証
」
の
交
付
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。
所
得
な
ど
を
審

査
の
上
、
認
定
し
た
場
合
は
こ
の

医
療
証
を
交
付
し
ま
す
。
※
市
町

村
民
税
の
申
告
の
な
い
方
や
転
入

し
た
方
な
ど
は
、
所
得
（
課
税
）
証

明
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
◆
福
祉
課
社
会
福
祉

総
務
班
1（
内
線
）
3
3
7
9

県
で
は
、
母
子
・
寡
婦
・
父
母
の

い
な
い
家
庭
な
ど
の
子
が
安
心
し

て
修
学
で
き
る
よ
う
、
無
利
子
で

修
学
資
金
や
就
学
支
度
資
金
を
貸

し
付
け
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

事
前
申
請
の
受
け
付
け
は
2
月

28
日
（
水
）
ま
で
で
す
。
こ
れ
以
降

で
も
常
時
受
け
付
け
ま
す
が
、
貸

し
付
け
開
始
が
遅
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
方

（
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
）

①
母
子
家
庭
の
母
親
や
寡
婦
（
原

則
と
し
て
65
歳
以
下
）
の
方
と

そ
の
扶
養
す
る
子
。
ま
た
は
、

父
母
の
い
な
い
子
。

②
子
の
修
学
に
当
た
り
、
経
済
的

に
困
難
な
方
。

③
貸
付
金
を
返
済
す
る
意
思
が
あ

り
、返
済
可
能
と
認
め
ら
れ
る
方
。

修
学
資
金
の
貸
し
付
け
　

高
校
（
専
修
学
校
を
含
む
）、
大

学
（
短
大
を
含
む
）、
専
門
学
校
に

修
学
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
を

無
利
子
で
貸
し
付
け
ま
す
。

償
還
期
間
は
10
年
。

就
学
支
度
資
金
の
貸
し
付
け

小
・
中
・
高
校
（
専
修
学
校
を

含
む
）、
大
学
（
短
大
含
む
）、
専

門
学
校
へ
の
入
学
に
必
要
な
資
金

を
無
利
子
で
貸
し
付
け
ま
す
。

償
還
期
間
は
10
年
。

問
い
合
わ
せ
◆
厚
木
保
健
福
祉
事

務
所
生
活
福
祉
課
1
2
2
4
―

1
1

1
1
（
内
線
）
3
2
4
7

母
子
・
寡
婦
家
庭
な
ど
へ
無
利
子
で

修
学
資
金
な
ど
を
貸
し
付
け
て
い
ま
す

学校の種別
修　学　資　金　 就学支度資金

返済回数
貸付月額（円）貸付月数 貸付総額（円）

小学校　　　　　　　　　 ―　　　　―　　　 39,500 20
中学校　　　　　　　　　 ―　　 ―　　　 46,100 20
高等学校　　　　 公立　 18,000 75,000
専修学校高等課程 私立　 30,000

36
410,000

20

短期大学　　　　 公立　 45,000
24

370,000
20

専修学校専門課程 私立　 53,000 580,000

大学
公立　 45,000

48
370,000

20
私立　 54,000 580,000

ひ
と
り
親（
母
子
・
父
子
）家
庭
な
ど
へ
医
療
費
を
助
成

町
で
は
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
（
あ
い
か
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス

協
会
）
で
行
っ
て
い
る
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
（
家
事
援
助
）

を
受
け
た
方
の
う
ち
、
義
務
教

育
終
了
前
（
中
学
校
卒
業
前
）
の

児
童
と
同
居
か
つ
養
育
し
て
い

る
方
に
、
利
用
料
金
（
生
活
援

助
費
）
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
◆
福
祉
課
社
会
福

祉
総
務
班
1（
内
線
）
3
3
7
9

父
子
家
庭
へ

生
活
援
助
費
を
助
成
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国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
す
べ
て
の

人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
間
に
病
気
や
け
が
で
日

常
生
活
に
著
し
く
支
障
の
あ
る
障

害
の
状
態
に
な
っ
た
と
き
、
障
害

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

障
害
年
金
に
は
、
す
べ
て
の
国

民
（
年
齢
や
加
入
状
況
に
よ
り
制

限
が
あ
り
ま
す
）
を
対
象
に
支
給

さ
れ
る
「
障
害
基
礎
年
金
」
と
、
こ

れ
に
上
乗
せ
し
会
社
員
な
ど
厚
生

年
金
加
入
者
に
支
給
さ
れ
る
「
障

害
厚
生
年
金
」
が
あ
り
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金

国
民
年
金
加
入
中
の
病
気
や
け

が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
や
20
歳

前
の
事
故
や
病
気
な
ど
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
さ
れ
る
要
件
（
す
べ
て
の

要
件
を
満
た
す
こ
と
）

①
初
診
日
ま
で
に
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
は
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
60
歳

以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
日
本

に
在
住
し
て
い
る
こ
と
。

②
初
診
日
の
前
々
月
ま
で
に
一
定

以
上
の
保
険
料
納
付
要
件
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
。

③
障
害
認
定
日
に
国
民
年
金
の
障

害
等
級
の
1
・
2
級
の
状
態
に

あ
る
こ
と
。

※
障
害
認
定
日
と
は
、
初
診
日
か

ら
1
年
6
カ
月
を
経
過
し
た
日
ま

た
は
、
1
年
6
カ
月
以
内
に
症
状

が
固
定
し
た
日
の
こ
と
で
す
。（
た

だ
し
、
病
名
に
よ
り
変
わ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

※
20
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
場

合
、
③
の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ

ば
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

●
支
給
さ
れ
る
年
金
額（
平
成
18
年
度
）

1
級
障
害

年
額
9
9
0，
1
0
0

円
　

2
級
障
害
年
額
7
9
2，
1
0
0
円

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
る
人
に
よ
っ
て
生
計
を
維

持
さ
れ
て
い
る
18
歳
未
満
の
子
ま

た
は
1
・
2
級
の
障
害
の
あ
る
20

歳
未
満
の
子
が
あ
る
場
合
は
、
2

人
目
ま
で
は
1
人
に
つ
き
、
2
2

7，
9
0
0
円
、
3
人
目
以
降
は

1
人
に
つ
き
7
5，
9
0
0
円
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

障
害
厚
生
年
金

厚
生
年
金
加
入
中
に
初
診
日
の

あ
る
病
気
や
、
け
が
で
国
民
年
金

の
障
害
等
級
1
・
2
級
の
状
態
に

な
っ
た
と
き
、
障
害
基
礎
年
金
に

上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
さ
れ
る
要
件

基
本
的
に
障
害
基
礎
年
金
と
同

じ
で
す
。

●
支
給
さ
れ
る
金
額

厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い

た
期
間
と
そ
の
期
間
の
給
与
な

ど
の
平
均
額
に
よ
り
決
ま
り
ま

す
。

●
独
自
給
付
が
あ
り
ま
す

障
害
厚
生
年
金
に
は
、
独
自
給

付
と
し
て
3
級
障
害
の
方
へ
の

年
金
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
厚

生
年
金
保
険
で
定
め
る
障
害
等

級
に
該
当
し
て
い
た
も
の
の
5

年
以
内
に
治
癒
し
た
場
合
に

は
、
障
害
手
当
金
（
一
時
金
）
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

障
害
年
金
の
請
求
手
続
き

●
初
診
日
に
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
た
方

第
1
号
被
保
険
者
（
自
営
業

者
・
学
生
な
ど
）→

町
長
寿
課

第
3
号
被
保
険
者
（
会
社
員
・

公
務
員
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
）→

厚
木
社
会
保
険
事
務

所
●
初
診
日
に
厚
生
年
金
に
加
入
し

て
い
た
方

勤
務
先
を
管
轄
す

る
社
会
保
険
事
務
所

問
い
合
わ
せ
◆
厚
木
社
会
保
険
事

務
所
1
2
2
3
―

7
1
7
1

ま
た
は
町
長
寿
課
国
民
年
金
班
1

（
内
線
）
3
3
5
2

こ
れ
か
ら
の
ご
み
減
量
化
・
再

資
源
化
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

う
「
主
婦
と
町
長
と
の
懇
談
会
」

を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。
懇
談

会
で
は
、
昨
年
10
月
か
ら
各
収
集

所
で
実
施
し
て
い
る
紙
類
の
回
収

状
況
も
説
明
し
ま
す
。

主
婦
の
皆
さ
ん
、
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
◆

2
月
1
日
（
木
）
ま
で
に
環
境
課

廃
棄
物
対
策
班
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

1（
内
線
）
3
5
1
2
・
3
5
1
4

主
婦
と
町
長
と
の
懇
談
会

参
加
者
を
募
集

障
害
年
金
　
万
が
一
の
と
き
も
生
活
を
保
障

開催日時　　 会　場　　　　対象の地域　　定　員

2月8日（木） 半原・田代・

午後1時30分～　 町役場 角田・三増地区　　
30人

2月9日（金） 4階会議室 中津・春日台・

午後1時30分～　　　　　　八菅山・棚沢地区　　
30人
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今
年
は
、
県
知
事
・
県
議
会
議

員
、
参
議
院
議
員
、
町
議
会
議
員

な
ど
多
く
の
選
挙
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

と
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で

は
政
治
家
の
寄
附
に
つ
い
て
、

「
贈
ら
な
い
」「
求
め
な
い
」「
受
け

取
ら
な
い
」
の
三
な
い
運
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
、

政
治
家
（
現
に
公
職
に
あ
る
も
の

だ
け
で
な
く
、
候
補
者
、
立
候
補

し
よ
う
と
す
る
者
を
含
む
）
は
、

ど
ん
な
名
目
で
あ
れ
選
挙
区
内
の

者
（
法
人
、
団
体
を
含
む
）
に
対
し

て
、
金
銭
や
物
品
を
贈
る
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一

般
の
有
権
者
が
政
治
家
に
寄
附
を

求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

政
治
家
の
寄
附
禁
止

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
者
に
対

し
寄
附
を
行
う
こ
と
は
、
政
党
や

親
族
に
対
す
る
も
の
や
政
治
教
育

集
会
に
関
す
る
や
む
を
得
な
い
実

費
の
補
償
、
政
治
家
本
人
が
出
席

す
る
結
婚
披
露
宴
へ
の
祝
儀
、
葬

式
・
通
夜
の
香
典
を
除
き
、
い
か

な
る
名
義
で
あ
っ
て
も
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
冠
婚
葬
祭
に
お
け
る

贈
答
な
ど
も
寄
附
に
な
る
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
禁
止
さ
れ
て
い
る
寄
附
の
例
】

病
気
見
舞
い
、
祭
り
へ
の
寄
附

や
差
し
入
れ
、
地
域
の
運
動
会
や

ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
飲
み
物
の
差

し
入
れ
、
秘
書
な
ど
が
代
理
出
席

す
る
場
合
の
結
婚
祝
い
や
香
典
、

葬
式
の
花
輪
・
供
花
、
落
成
式
・

開
店
祝
い
の
花
輪
、
町
内
会
の
集

会
・
旅
行
な
ど
催
し
物
へ
の
寸
志

や
飲
食
物
の
差
し
入
れ
、
入
学
・

卒
業
祝
い
、
お
中
元
・
お
歳
暮
な

ど
。

後
援
団
体
か
ら
の
寄
附
禁
止

政
治
家
の
後
援
団
体
（
後
援
会

な
ど
）
が
行
う
寄
附
も
、
政
治
家

の
寄
附
と
同
様
に
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、「
後
援
団
体
の
設

立
目
的
に
よ
り
行
う
行
事
や
事
業

に
関
す
る
寄
附
」
は
例
外
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
場
合
も
花
輪
、

香
典
、
祝
儀
な
ど
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

政
治
家
の
関
係
会
社
な
ど
か
ら
の

寄
附
禁
止

政
治
家
が
そ
の
役
職
員
ま
た
は

構
成
員
で
あ
る
会
社
や
法
人
・
団

体
が
、
選
挙
区
内
の
者
に
対
し
て

政
治
家
の
氏
名
を
表
示
し
て
行
う

寄
附
や
、
政
治
家
の
氏
名
な
ど
が

付
い
た
会
社
・
団
体
が
そ
の
選
挙

に
関
し
て
行
う
寄
附
も
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の
勧
誘
・

要
求
の
禁
止

政
治
家
に
対
し
て
寄
附
を
出
す

よ
う
に
勧
誘
や
要
求
す
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
政
治
家
を
威

迫
し
た
り
、
政
治
家
の
当
選
ま
た

は
被
選
挙
権
を
失
わ
せ
る
目
的
で

勧
誘
や
要
求
し
た
り
す
る
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。

時
候
の
あ
い
さ
つ
な
ど
の
制
限

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
者
に
対

し
て
、
年
賀
状
や
暑
中
見
舞
い
な

ど
の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
（
電
報

を
含
む
）
を
出
す
こ
と
は
、「
答
礼

の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
」
以

外
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

政
治
家
や
後
援
団
体
が
選
挙
区
内

の
者
に
あ
い
さ
つ
す
る
目
的
で
、

新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

な
ど
で
有
料
広
告
（
名
刺
広
告
と

呼
ば
れ
る
も
の
）
を
出
す
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
広
告
を

出
す
よ
う
に
求
め
る
こ
と
も
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

の
活
動

町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

は
、
昭
和
37
年
に
発
足
以
来
、
45

年
間
に
わ
た
り
、
民
主
政
治
の
基

盤
と
な
る
選
挙
が
明
る
く
き
れ
い

に
行
わ
れ
る
よ
う
、
有
権
者
や
候

補
者
に
呼
び
掛
け
て
き
ま
し
た
。

委
員
は
各
地
区
か
ら
推
薦
さ
れ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
27
人
で
、
若
年

層
へ
の
啓
発
運
動
や
選
挙
時
に
は

街
頭
啓
発
活
動
な
ど
を
行
い
、
明

る
い
選
挙
推
進
の
た
め
の
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
◆
町
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
1（
内
線
）
3
2
2
5

贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、
受
け
取
ら
な
い

政
治
家
の
寄
附
禁
止

有
権
者
が
寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止

愛川町明るい選挙推進協議会委員

◎会長　○副会長

投票区　 氏　　名　 行政区　投票区　 氏　　名　 行政区

1
小島明美　 川北　

8
長澤直子　 六倉

八木和子　 宮本　　　 窪田栄子　 大塚

2
平林晴美　 原臼　

9
大久保好子　上熊坂

眞尚　 両向 山田　薫　 上熊坂

3
原田靖子　 細野　 ○熊坂洋子　 熊坂

成井泰子　 細野　　 10 ○原恵美子　 熊坂

4
中上秀子　 田代　　　 山口節子　 下谷・八菅山

伊從千恵子　 田代 熊坂和子　 二井坂

洋介　 角田　　 11 中村由江　 半縄

5 淳子　 三増　　　　 大野輝子　 坂本

◎平本久美子　 三増　
12

岩下ヒメ子　桜台団地

6
斉藤貞子　 小沢　　　 橘田美作江　 桜台

横溝朝子　 箕輪　　顧問　 澄男

7
金田百合子　 春日台　 顧問　 有阪久栄

田中敏子　 春日台　 顧問　 関戸喜美

（敬称略）
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田
代
運
動
公
園
ま
た
は
三
増
公

園
で
、
臨
時
職
員
と
し
て
働
い
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
時
間
◆

●
田
代
運
動
公
園

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

分
、
午
後
1
時
15
分
〜
10
時

●
三
増
公
園

午
前
9
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜

4
時

※
い
ず
れ
も
2
交
代
制

勤
務
期
間
◆
4
月
1
日
（
日
）
〜
平

成
20
年
3
月
31
日
（
月
）

原
則
と
し
て
週
5
日
程
度
の
勤

務
。（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
の
勤

務
あ
り
）

勤
務
内
容
◆
受
け
付
け
な
ど
の
一

般
事
務
、
公
園
の
施
設
管
理
業
務

な
ど
。

募
集
人
数
◆
若
干
名

応
募
資
格
◆
昭
和
21
年
4
月
2
日

以
後
に
生
ま
れ
た
方
。

募
集
期
間
◆
1
月
15
日
（
月
）
か
ら

31
日
（
水
）
の
土
曜
・
日
曜
を
除
く

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま

で
。

応
募
方
法
◆
顔
写
真
を
張
っ
た
自

筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）
を
、

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
◆
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
1

（
直
通
）
2
8
5
―

6
9
5
8

臨
時
職
員
を
募
集

ラ
ビ
ン
プ
ラ
ザ
ま
た
は
レ
デ
ィ

ー
ス
プ
ラ
ザ
で
、
臨
時
職
員
と
し

て
働
い
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

勤
務
時
間
◆
午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
10
時
15
分
ま
で
の
間
で
、
教

育
委
員
会
が
指
定
す
る
時
間
　

※
実
働
8
時
間
以
内
の
交
代
制

勤
務
期
間
◆
4
月
1
日
（
日
）
〜
平

成
20
年
3
月
31
日
（
月
）

原
則
と
し
て
月
15
日
程
度
の
勤

務
。（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
の
勤
務

あ
り
）

勤
務
内
容
◆
受
け
付
け
な
ど
の
一

般
事
務
、
施
設
管
理
業
務
な
ど
。

募
集
人
数
◆
若
干
名

応
募
資
格
◆
昭
和
19
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
。

募
集
期
間
◆
1
月
5
日
（
金
）
か
ら

19
日
（
金
）
の
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

を
除
く
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後

5
時
15
分
ま
で
。

応
募
方
法
◆
顔
写
真
を
張
っ
た
自

筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）
を
、

生
涯
学
習
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
◆
生
涯
学
習
課
1（
直

通
）
2
8
5
―

6
9
5
9

公
民
館
臨
時
職
員
を
募
集

ラ
ビ
ン
プ
ラ
ザ
ま
た
は
レ
デ
ィ

ー
ス
プ
ラ
ザ
で
、
館
長
と
し
て
働

い
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
人
数
◆
2
人
（
各
施
設
1
人
）

勤
務
形
態
◆
1
カ
月
12
日
間
（
土

曜
・
日
曜
・
祝
日
を
含
む
）、
1
日

6
時
間
勤
務

勤
務
開
始
日
◆
4
月
1
日
（
日
）
か

ら勤
務
期
間
◆
原
則
と
し
て
1
年
間

応
募
要
件
◆
昭
和
19
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
社
会
教

育
や
公
民
館
事
業
の
経
験
や
見
識

を
持
つ
方
ま
た
は
社
会
教
育
主
事

の
資
格
を
持
つ
方
。

応
募
期
間
◆
1
月
5
日
（
金
）
か
ら

19
日
（
金
）
の
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

を
除
く
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後

5
時
15
分
ま
で
。

応
募
方
法
◆
「
愛
川
町
の
生
涯
学
習

活
動
に
つ
い
て
」
の
レ
ポ
ー
ト
（
8

0
0
字
以
内
）
と
、
顔
写
真
を
張

っ
た
自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
）
を
本
人
が
直
接
、
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
へ
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
◆
生
涯
学
習
課
1（
直

通
）
2
8
5
―

6
9
5
9

公
民
館
長
を
募
集
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町
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
総

合
交
通
や
地
域
福
祉
、
障
害
者
福

祉
、
健
康
な
ど
4
分
野
の
計
画
策

定
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

た
び
こ
れ
ら
の
計
画
案
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内

容
に
つ
い
て
町
民
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

計
画
案
の
閲
覧
場
所
◆
1
月
11
日

（
木
）
か
ら
町
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
役
場
本
庁
）
・
半
原
出
張
所
・
中

津
出
張
所
・
文
化
会
館
・
ラ
ビ
ン

プ
ラ
ザ
・
レ
デ
ィ
ー
ス
プ
ラ
ザ
・

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

意
見
の
募
集
期
間
◆
1
月
11
日

（
木
）
〜
1
月
31
日
（
水
）

意
見
の
提
出
方
法
◆
閲
覧
場
所
に

備
え
付
け
の
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
各
所
へ
提
出
（
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
も
可
）
ま
た
は
電
子
メ

ー
ル
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

愛
川
町
総
合
交
通
計
画

安
全
安
心
な
道
路
の
整
備
や
自

家
用
車
だ
け
に
頼
ら
な
い
交
通
手

段
の
充
実
、
広
域
的
交
通
ア
ク
セ

ス
の
利
便
性
向
上
な
ど
を
基
本
方

針
に
、
町
の
将
来
を
見
据
え
た
交

通
分
野
の
施
策
を
総
合
的
に
取
り

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
◆
企
画
政
策
課
企
画

政
策
班
1（
内
線
）
3
2
3
2

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

seisaku@
tow
n.aikaw

a.kanag

aw
a.jp

愛
川
町
地
域
福
祉
計
画
及
び

地
域
福
祉
活
動
計
画

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進

行
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
仕

組
み
な
ど
が
変
わ
る
中
、
だ
れ
も

が
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
町
民
や

社
会
福
祉
協
議
会
、
町
が
推
進
す

る
地
域
福
祉
の
今
後
の
取
り
組
み

の
方
向
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で

す
。

問
い
合
わ
せ
◆
福
祉
課
社
会
福
祉

総
務
班
1（
内
線
）
3
3
7
8

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

fukushi@
tow
n.aikaw

a.kanag

aw
a.jp

愛
川
町
障
害
者
福
祉
計
画

障
害
者
基
本
法
お
よ
び
障
害
者

自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、
身
体
・

知
的
・
精
神
障
害
の
あ
る
方
が
、

地
域
や
施
設
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
町
が
取
り
組
む
施
策
や

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
と
提
供
方
法
、

就
労
へ
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
取

り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
◆
福
祉
課
障
害
福
祉

班
1（
内
線
）
3
3
7
2

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

fukushi@
tow
n.aikaw

a.kanag

aw
a.jp

愛
川
町
健
康
プ
ラ
ン

町
民
一
人
一
人
が
心
豊
か
に
、

生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
健
康
寿
命

（
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
年
数
）
の
延
伸
、
Q
O
L

（
生
活
の
質
）
の
向
上
を
目
指
す
も

の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
◆
健
康
づ
く
り
課
健

康
づ
く
り
班
1（
内
線
）
3
3
3

2
・
3
3
3
3

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kenko@
tow
n.aikaw

a.kanaga

w
a.jp

町
総
合
交
通
計
画
な
ど
４
つ
の
計
画（
案
）へ
の
ご
意
見
を

（
パ
ブ
リ
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悲
惨
な
交
通
事
故
の
撲
滅
を
願

い
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
一
丸
と
な

っ
て
交
通
安
全
に
取
り
組
も
う

と
、
11
月
25
日
、
文
化
会
館
で

「
平
成
18
年
度
愛
川
町
交
通
安
全

推
進
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
交
通
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に
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の

あ
っ
た
方
々
に
対
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る
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彰
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交
通
安
全
作
文
の
朗
読
が
行
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れ

ま
し
た
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愛川町の皆さん、新年明けましておめでとうございます。年

の初めに、清川村自慢の日帰り入浴施設、清川村ふれあいセン

ター「別所の湯」をご紹介します。

清川の「森」と「清流」の美しい景観を楽しめる憩いの場であ

る当センターは、露天風呂に漬かりながら、木々に囲まれた静

寂の中に響く沢の音に癒されて、身も心もほぐすことができま

す。また、大浴場やサウナ、休憩施設、カラオケ室、食堂など

を備えているほか、バスタオルや浴衣の貸し出し、タオルの販

売（ともに有料）もしています。

寒い日が続くこの季節､皆さんも観光などで清川村を訪れた

際には、冷えた体をしんから温める当センターに、ぜひお立ち

寄りください。

営業時間◆午前10時～午後9時
休館日◆月曜日（月曜日が祝日に当たる場合はその翌日）・年
末年始（12月30日（土）～1月1日（月・祝）※1月2日（火）は午後

5時閉館で、3日（水）から通常営業します。）

入館料◆大人700円、小人400円（3時間以内）
交通◆本厚木駅北口バス乗り場５番線から宮ヶ瀬行き、または
上煤ヶ谷行きバスで「別所温泉入口」下車、徒歩5分　

※無料駐車場があります。

問い合わせ◆清川村ふれあいセンター「別所の湯」1288－3900
※当センターは温泉ではなく沸かし湯です。

愛川町の皆さん、明けましておめでとうございます。今年

も厚木市の楽しい話題、お得な情報をたっぷりお届けします

ので、よろしくお願いします。

さて、お正月の今回は毎週日曜の早朝、市民の台所として

にぎわう「厚木市民朝市」をご紹介します。厚木産の新鮮で安

心な農産物や手作りの食品などを安く販売。月に１回、さま

ざまなイベントを行う特別朝市も開催します。

今年は、1月14日の特別朝市「初市」でスタート。当日は各

店舗で500円以上お買い上げの方に、抽選で「朝市特製福袋」

が当たります。2月には「市制施行記念朝市」、3月には「新鮮

三品フェア」など、今年もさまざまな特別朝市を予定していま

すので、ご期待ください。

2月までは毎週、寒い朝にうれしい「豚汁のサービス」（配布

は午前5時45分ごろから。数に限りあり）もあります。ご家族

おそろいでご来場ください。

日時◆毎週日曜　午前5時30分～7時
○1月～3月の特別朝市

・1月14日「初市」福袋を抽選でプレゼント

・2月4日「市制施行記念朝市」手作り食品のプレゼント

・3月11日「新鮮三品フェア」果物・干物・食肉加工品のプレゼント

会場◆厚木市文化会館駐車場（厚木市恩名1－9－20）
問い合わせ◆
厚木市農業政

策課1225－

2801

清川村 厚木市民朝市別所の湯 厚木市

今月号の広報あいかわを読んで、クイズに挑戦して

ください。正解者の中から抽選で5人の方に、図書カ

ード（1,000円分）をプレゼントします。

町では65歳以上の高齢者の方などを対象に、

インフルエンザの予防接種を実施しています。

さて、１回の自己負担額は、次の①～③のう

ちどれでしょうか。

①1,000円　②1,500円　③1,800円

応募方法◆町内在住の方で、1人1通に限ります。はが
きに答え・住所・氏名・年齢・電話番号・本誌のご感

想を記入の上お送りください。（ファクス可）

締め切り日◆1月9日（火）当日消印有効
あて先◆〒243－0392 角田251－1

愛川町役場総務課広報広聴班

ファクス286－5021

正解と当選者は2月1日号でお知らせします。

12月号の答えと当選者（敬称略） ■正解：①1月7日（日）■当選者：沼田慶子・根津真理子・福沢トミエ・山本静江・黒木美來
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第２回“らっきょう”の会公開講演会

日時◆1月13日（土）午後1時～3時（開場午
後0時30分）
会場◆文化会館ホール
テーマ◆｢壁｣の向こうへ～脳科学と教育～
対象・定員◆教育関係者・保護者・教育に
関心のある方535人
講師◆東京大学　養老孟司名誉教授
参加費◆700円
主催◆教育開発グループ“らっきょう”の会
後援◆町教育委員会・厚木市教育委員会・
清川村教育委員会・神奈川県教育委員会教
育局愛甲教育事務所
申し込みと問い合わせ◆“らっきょう”の会
会長　平川嘉則1・ファクス285－0323
副会長　馬場進太郎1281－1682
事務担当　中村正1・ファクス285－
4427

脳卒中公開講座

七沢リハビリテーション病院脳血管セン
ターでは、広く県民の皆さんを対象とした
「脳卒中公開講座」を開催します。
生活習慣病への理解を深めていただくた
め、ぜひご参加ください。
日時◆1月20日（土）午後1時～3時30分
会場◆厚木市総合福祉センター6階ホール
および5階501会議室
テーマ◆今日から始めよう！！脳卒中の予
防対策
内容◆講座：脳卒中を起こす生活習慣（循
環器科部長　笠間正文）
実技・実践：脳卒中になる食生活を見直そ
う（栄養科　田中一恵）
筋力アップで伸ばそう健康寿命（理学療法
科　内山陽彦）
入場◆無料
定員◆200人
※当日直接会場へお越しください。
問い合わせ◆七沢リハビリテーション病院
脳血管センター
1249－2806

スポーツ施設の抽選予約

スポーツ施設の利用予約は、スポーツ施
設予約システムをご利用ください。
1月中は4月利用分の抽選予約ができ、
抽選結果は、2月2日（金）から確認できま
す。また、メールアドレス登録者には、
当・落選の結果をメールで送信しますの
で、当選者は2月末日までに本予約を行っ
てください。末日までに本予約をしなかっ
た場合は、翌日から空き施設として開放し
ます。
予約できるスポーツ施設◆
田代運動公園・三増公園（テニスコートの
み）・第1号公園体育館・中津工業団地第1
号公園・中津工業団地第2号公園・坂本運
動場・志田運動場・小沢ソフトボール場・
坂本体育館
※町立体育館の3月分予約は、第1号公園
体育館の事務所で受け付けます。
※厚木市・清川村のスポーツ施設も抽選予
約できます。
問い合わせ◆スポーツ・文化振興課スポー
ツ振興班1（直通）285－6958

●法律相談
1月12日（金）・19日（金）午前10時～午
後3時。役場相談室で弁護士が相談に。2
月は2日（金）と16日（金）を予定。相談を希
望する方は電話予約を。予約の受け付けは、
相談日の11日前の月曜日から開始。（月曜
日が祝日の場合は翌日）住民課1（内線）
3319（有線）4822
●消費生活相談
1月4日、11日、15日、18日、22日、
25日、29日の午前10時～午後4時。役場
相談室で消費生活専門相談員が相談に。
（電話相談も可）
●交通事故相談
1月31日（水）午後1時～4時。役場相談
室で交通事故専門相談員が相談に。相談を
希望する方は住民課へ電話予約を。
●不動産相談
1月25日（木）午前10時～午後4時。神奈川

県宅地建物取引業協会県央支部の方が、土
地・建物取引にかかる問題などの相談に。
（電話相談も可）
●行政書士相談
1月11日（木）午後1時～4時。役場相談
室で神奈川県行政書士会厚木支部の会員の
方が相談に。
●司法書士法律相談
1月10日（水）午後1時～4時。役場相談
室で神奈川県司法書士会厚木支部の会員の
方が相談に。相談を希望する方は住民課へ
電話予約を。
●教育相談
不登校・校外生活・非行・就学相談など
＜来所相談＞祝日・年末年始を除く毎週月
曜・火曜・木曜・金曜日の午前9時～午後
4時。役場教育開発センターで、教育相談
員が相談に。
＜出張相談＞1月15日（月）にレディースプ
ラザで、1月22日（月）にラビンプラザでい
ずれも午前10時～午後3時まで行います。
＜電話相談＞土曜・日曜・祝日・年末年始
を除く毎日、教育開発センター1 (直
通)206－1061で受け付けています。
※相談指導教室およびスクールカウンセラ
ー相談に関することも、同センターにお問
い合わせください。
●ハローワーク就労相談会
1月11日（木）の午前10時から午後3時ま
で、役場1階相談コーナーでハローワーク
職員が相談に。商工観光課勤労福祉班1

（内線）3523（有線）4782

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

スポーツ

相　談

スポーツ施設の抽選予約
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脳卒中公開講座

今月の休日納税窓口
1月28日（日）

午前8時30分～午後5時

役場1階税務課で、町県民税・固定
資産税・軽自動車税・国民健康保険税
が納められます。

今月の納税・納付

町県民税　　　　　第４期分
国民健康保険税　　第８期分
介護保険料　　　　第８期分

納期限　1月31日（水）
納税は便利な口座振替で

第２回“らっきょう”の会公開講演会



防災講演会

いつ起こるか分
からない地震災害
に備え、防災意識
の高揚を図り、災
害に強い町づくり
を推進するため
「平成18年度愛川
町防災講演会」を
開催します。
日時◆1月20日
（土）午後1時30分～3時
会場◆文化会館ホール
テーマ◆新潟中越地震から学ぶ

「見つめ直そう、大災害への備え」
講師◆衆議院議員　長島忠美氏（新潟県旧
山古志村（現長岡市）元村長）
対象者◆町内在住・在勤の方
入場◆無料（先着535人）
問い合わせ◆消防本部防災対策班1285－
3131
自治会に加入しましょう

自治会は、地域住民の連帯と調和をもっ
て、地域の課題を解決しながら、地域住民
相互の親睦

しんぼく

を図り、より良い地域社会のコ
ミュニティーづくりの推進を図るために組
織された任意の団体です。
愛川町には、21の自治会（区）があり、
それぞれの区ではその地域に住む皆さんが
お互いに助け合い、触れ合いと活力に満ち
た地域づくりを図るため、運動会や盆踊り、
さらには防犯・防災・ごみ処理問題を含め
た美化推進事業など、創意工夫を凝らし自
治会活動に取り組んでいます。また、各地
域の消防団は、自治会との連携を図りなが
ら、「自らの地域は自ら守る」という精神の
下、火災予防や災害救助など、さまざまな
活動によって、区民皆さんの安全と安心を
守っています。
まだ自治会に加入されていない方は、こ
うした趣旨を理解していただき、ぜひ、区
民の一員として加入しましょう。
自治会への加入を希望する方は、地域の
自治会役員までご連絡ください。
問い合わせ◆総務課総務班1（直通）285－
6968
放送大学　4月入学生募集

放送大学では、平成19年度第1学期（4
月入学）の学生を募集しています。
放送大学は、テレビやラジオの放送を利
用して授業を行う通信制の大学で、心理
学・福祉・経済・歴史など、幅広い分野を
学べます。より高い資格・能力を身に付け
るため、また、生涯学習や退職後の生きが
いづくりとして、幅広い世代、職業の方が
学んでいます。
15歳以上の方なら、1科目から学習する
選科履修生・科目履修生として入学できま
す。また、18歳以上の大学入学資格を持つ
方なら、無試験で全科履修生として入学で
き、4年以上在学して124単位以上を取得
し卒業すると、学士（教養）を取得できます。
体系的に1つの分野を学べるように、大
学が指定した科目群から一定数単位を取得
した方に認証状を差し上げます。さらに専
門的に学びたい方には、大学院も併設して
います。
募集期間◆2月15日（木）まで
問い合わせ◆放送大学神奈川学習センター
1045－710－1910
労働教育講座

年金制度について、専門の講師が分かり
やすく解説します。
日時◆1月25日（木）午後6時30分
会場◆愛甲商工会館2階会議室
テーマ◆「年金保険制度～老齢を理由とす
る年金～」
講師◆流通経済大学　大場敏彦教授
対象者◆町内在住・在勤または内陸工業団
地内事業所に勤務している方
入場◆無料
申し込みと問い合わせ◆参加を希望する方
は、1月24日（水）までに商工観光課勤労福
祉班へお申し込みください。1（直通）
285－6948

古民家山十邸文化講座
デジカメ教室
デジタルカメラの撮影方法を学ぶ教室を
開催します。会場は、町の貴重な文化遺産
である「古民家山十邸」です。使用方法がよ
く分からない方やパソコンでの処理方法、
高度な技術を学びたい方など奮ってご参加

ください。
日時◆1月27日（土）午後1時30分～3時30
分
会場◆古民家山十邸（バス停「局前」下車徒
歩5分）
内容◆初心者向けの使用方法・撮影技術・
パソコンでの処理方法
定員◆20人程度（応募者多数の場合は抽選
になります）
講師◆写真家　岩下敦郎さん
受講料◆無料
主催◆教育委員会
持ち物◆デジタルカメラと記録媒体をお持
ちください。
申し込みと問い合わせ◆1月24日（水）まで
にスポーツ・文化振興課へお申し込みくだ
さい。1（直通）285－6958（有線）4935
※駐車場が少ないため、車でのご来場はな
るべく控えてください。
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ー シ ョ ン

古民家山十邸文化講座
デジカメ教室

放送大学　4月入学生募集防災講演会

自治会に加入しましょう

労働教育講座
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譲りたい（無償で）
▽菊作り用の鉢▽チャイルドシート
▽ジュニアシート▽編み機

譲りたい（価格相談で）
▽自転車（24インチで白と水色の2色）
▽CDラジカセ（ソニー製）▽ギター
▽米貯蔵缶（5俵入り2缶）

譲ってほしい（無償で）
▽楠幼稚園男児制服（120センチ）
▽整理だんす▽冷凍庫▽鏡台
▽愛川幼稚園男児制服（130センチ、帽子・
バッグなどもあり）
▽三輪車（赤色かピンク色を希望）
▽二段ベッド

譲ってほしい（価格相談で）
▽鳶尾幼稚園男児制服（100センチ～120
センチ）

連絡先◆住民課住民相談班
1（内線）3319



消防出初め式

町では、新春恒例の「平成19年愛川町消
防出初式」を開催します。
地域防災の要となる消防署・消防団、地
域や事業所の自衛消防隊などが一堂に集結
し、一斉放水や消防演技を行うほか、愛川
東中学校吹奏楽部の演奏や中津南保育園児
による演技も披露されます。
日時◆1月6日（土）午前9時30分～11時30
分
会場◆下箕輪消防訓練場（雨天の場合は文
化会館ホール）
問い合わせ◆消防本部予防警備班1（285）
3131
新春経済講演会

ＮＨＫ総合テレビをはじめ、各局のテレ
ビ番組に経済評論家として出演している山
口義行氏を講師に迎え、恒例の新春経済講
演会を開催します。
今年の経済動向の参考となる講演会です
ので、ぜひご参加ください。
日時◆1月11日（木）午後1時30分～3時
会場◆文化会館ホール
テーマ◆「日本経済の明日を読む！」
講師◆立教大学経済学部教授
「政策工房Ｊ－Ｗａｙ」代表　山口義行氏
入場◆無料（先着535人）
問い合わせ◆商工観光課1（直通）285－
6948

イ ン フ ォ メ

●ホール

月日 催　し 開演 終演 主　催 入　場

文化会館 催し案内

「消防出初式」を開催

新春経済講演会

●展示

月　日 催　し 主　催 備　考

1/4（木）～
1/10（水）

第3回ボーイスカウト湘北地区
写真コンテスト　写真展

日本ボーイスカウト
神奈川連盟湘北地区
協議会
小倉1281―1739

最終日は
16:00まで

1/13（土）～
1/20（土） 新春スリークラブ　絵画展 スリーエークラブ

佐藤1281―0330

初日は
13:00から
最終日は
15:00まで

1/28（日）～
2/4（日）

“A・I・K・A・W・A”
～薫風祭～展示部門

愛川高等学校
1285―2871

初日は
13:00から

1/7
（日） 14:00 16:30愛川町成人式

愛川町教育委員会
成人式実行委員会
1285-6959

関係者

1/11
（木） 13:30 15:00

新春経済講演会「日本経
済の明日を読む！」講師
立教大学経済学部教授・
「政策工房J-Way」代表
山口義行

愛川町商工観光課
1285-6948

無料
（先着535人）

1/13
（土） 13:00 15:00

養老孟司　講演会
「壁」の向こうヘ
ー脳科学と教育ー

“らっきょう”の会
平川1285-0323

全席自由
700円

1/28
（日） 13:30 15:00県央愛川農協組合員研修会

ＪＡ県央愛川
1286-2111

無料
（先着535人）

1/14
（日） 14:00 16:00

愛川町文化会館事業協会
自主事業
劇団東少「日本昔ばなし」

愛川町・愛川町文
化会館事業協会
1285-6960

全席指定
1,500円

1/20
（土） 13:30 15:00愛川町防災講演会

愛川町消防本部
1285-3131

無料
（先着535人）

お知らせ

※展示会場はすべて1階で、入場は無料です。
通常の展示時間は午前9時から午後5時までです。
※問い合わせは直接主催者にお願いします。

※「あいかわ夢カード」で、愛川町・愛川町文化会館事業協会主催事業の前売り券が購入できます。
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▼冬の龍　　　　　　 藤江　じゅん
▼レインツリーの国　 有川　浩
▼晩夏に捧ぐ　　　　 大崎　梢
▼甘栗と金貨とエルム　 太田　忠司
▼つばき、時跳び　　 梶尾　真治

問い合わせ◆図書館1（直通）285-6963

話題の本



食の安全・安心に関する相談

県では、食品の表示についての疑問や食
中毒の予防法などに関する相談を受け付け
ています。
受付時間◆午前8時30分～11時30分、午
後1時～4時30分
※土曜日・日曜日・祝日・年末年始の閉庁
日を除く。
電話番号◆かながわ食の安全・安心相談ダ
イヤル
1045―210―4685（専用ダイヤル）
医薬品や化学製品などの相談

県では、「薬物情報電話サービス」の窓口
を設け、医薬品や化学製品などの情報を提
供しています。問い合わせには薬剤師が直
接お答えしていますので、お気軽にご利用
ください。
相談内容◆
・医薬品の効能、副作用、使用上の注意
・化学製品、農薬などの安全性
・誤飲した薬物などの危害情報
受付時間◆午前8時30分～午後5時
※土曜日・日曜日・祝日・年末年始の閉庁
日を除く。
相談と問い合わせ◆県薬務課薬事・安全情
報班（薬物情報電話サービス）
1045－210－4969（直通）
うつ病についての講演会

県精神保健福祉センターでは、ストレス
の多い現代人に急増しているうつ病につい
ての講演会を開催します。
日時◆1月28日（日）午後2時～4時
会場◆海老名市役所401会議室
内容◆講演会「現代病としての“うつ”」
講師◆防衛医科大学校精神科　野村総一郎
教授
対象・定員◆200人程度（どなたでも参加
できます）
参加費◆無料
主催◆県精神保健福祉センター
申し込みと問い合わせ◆参加を希望する方
は、県厚木保健福祉事務所保健予防課
1224－1111（内線）3229～3231まで
お申し込みください。

県厚木保健福祉事務所からのお知らせ

県厚木保健福祉事務所を会場に、健康・
福祉に関する相談、検診などを実施してい
ます。事前に電話で予約をしてください。
申し込みと問い合わせ◆県厚木保健福祉事
務所1224―1111
●専門医による精神保健および認知症相談
内容◆心の病気の治療や再発予防、認知症
についての相談
アルコール・薬物・シンナーなどの依存症
の相談も行います。
期日◆1月10日（水）・17日（水）・31日（水）
時間◆午後1時30分～4時
●栄養専門相談
内容◆病気の方などの食事相談
期日◆1月9日（火）・23日（火）
時間◆午前9時30分～午後4時
●障害児者のための歯科相談
対象◆心身に障害のある方
期日◆1月11日（木）
時間◆午後1時30分～2時
●歯茎検診
内容◆簡単な歯肉チェックとブラッシング
指導
対象◆40歳未満の方または妊娠中の方
期日◆1月23日（火）
時間◆午後1時30分～2時
●エイズ無料検査
期日◆第1・第3月曜日
時間◆午後1時30分～3時
※電話相談は随時行っています。
※ＨＩＶ検査目的の献血は、輸血を受ける
方に感染を引き起こす可能性がありますの
で、絶対に行わないでください。

●健康づくり課 1（285）2111（内線）3332～3335

イ ド

うつ病についての講演会

県厚木保健福祉事務所からのお知らせ食の安全・安心に関する相談

医薬品や化学製品などの相談

保健師から
一言

ス ト レ ス を
解消しよう！

目まぐるしく変化する時代、ストレスを
受けずに生活することはできません。スト
レスは柔軟に受け止め、上手に解消するよ
うにしましょう。

こんな心当たりはありませんか？
次のような悩みや症状がある場合には、
過度のストレスを受けている可能性があり
ます。心の健康のために早めに対策を取り
ましょう。
●不眠で悩んでいる。
●肩凝りや頭痛、頭が重苦しくなることが
ある。
●下痢と便秘を繰り返す。
●湿疹

しっしん

ができる。
●風邪をひきやすくなった。
●光や音に敏感になっている。
●体のあちこちが痛むことがある。

自分に合ったストレスの対処方法を
身に付けましょう
心の健康を保つためには、自分に合った
対処法を見つけ、ストレスへの対応能力を
高めることが重要です。

ストレスの対処方法
①自分がくつろぐ方法を身に付ける。
⇒寝る前の入浴、音楽を聴く、散歩をす
るなど、自分が一番くつろげる方法を見
つけましょう。
②十分な睡眠を取る。
⇒睡眠不足は疲労感をもたらすばかりで
なく、情緒が不安定になり適切な判断を
鈍らせるなど、ストレスを増加させる場
合があります。
③趣味や旅行などで気分転換をする。
⇒熱中できる趣味を持ったり、旅行をし
たりすることもよい方法です。
④適度な運動、栄養バランスの良い食事を取る。
⇒運動や食事は、体の健康ばかりでなく
心の健康にも大きく影響します。適度な
運動を心掛け、栄養バランスの良い食事
を規則正しく取りましょう。
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もぐもぐ離乳食講習会

離乳食の進め方と作り方を学んで、子供
に食べ物のおいしさ、食べることの楽しさ
を伝えましょう。
日時◆1月30日（火）午後1時30分～3時30
分
会場◆町保健センター
対象◆生後4～8カ月の子と保護者（10組）
内容◆離乳食の進め方・作り方の話や試食
（試食は保護者のみ）
持ち物◆母子健康手帳、筆記用具
受講料◆100円（テキスト代）
申し込みと問い合わせ◆予約制ですので、
1月26日（金）までに健康づくり課健康づく
り班1（内線）3335へお申し込みください。
乳幼児の健康診査

受け付け◆
4カ月児、10カ月児：午後1時30分～2時
15分
1歳6カ月児、3歳6カ月児：午後1時15分
～2時15分
会場◆町保健センター
問い合わせ◆健康づくり課予防班1（内線）
3335
日程◆

※対象者には1月下旬に必要書類を送付し
ますので、届かない方はご連絡ください。

お子さんの歯科保健指導

お子さんに虫歯はありませんか？虫歯を
なくして丈夫な体をつくりましょう。
会場◆町保健センター
持ち物◆母子健康手帳・アンケート・歯ブ
ラシ・タオル・コップ
問い合わせ◆健康づくり課予防班1（内線）
3335
日程◆

※育児について心配のある方は、保健師・
栄養士が相談をお受けします。
※むしばいばい教室の終了時間は、午前
11時30分ごろになります。
※2歳児歯科検診では、身長・体重測定も
行っています。
「はたちの献血」キャンペーン

新たに成人の日を迎える「はたち」の若者
を中心に、広く献血への理解を求め、冬季
における献血者の確保を図るため、1月1
日から2月28日までの2カ月間、「はたちの
献血」キャンペーンが実施されます。
皆さん一人一人の小さな優しさで、尊い
生命が救われます。温かいご協力をお待ち
しています。
キャンペーン期間中の献血（町内）
日時◆2月27日（火）午前10時～正午、午
後1時～3時
会場◆愛川町役場前広場
実施団体◆愛川町
問い合わせ◆健康づくり課予防班1（内線）
3335
女性のための保健医療相談

女性の活躍する場の広がりに伴い、人間
関係や育児・介護などのストレス、健康上
の悩みを感じる方が増えています。町では、
こうした方が気軽に相談できるよう、女性
医師による保健医療相談を開催します。
日時◆1月18日（木）午後1時～3時

※相談は1人20分程度です。
会場◆町保健センター
対象◆町内在住の女性
内容◆女性医師（婦人科）による健康相談
申し込みと問い合わせ◆1日4人の予約制
ですので、健康づくり課健康づくり班1

（内線）3333へお申し込みください。
高齢者インフルエンザ予防接種

町では、高齢者を対象にインフルエンザ
の予防接種を実施しています。
65歳以上の方には町から受診券を送付
していますので、各医療機関に設置されて
いる説明書をお読みの上、主治医と相談し
て体調の良いときに受けてください。
対象者◆町内に住民登録または外国人登録
をしている方で、接種当日に次の要件のい
ずれかに該当する方
①満65歳以上の方
②満60歳以上65歳未満の方のうち、心臓
や腎臓、呼吸器などの重い病気で日常生
活が極度に制限される方
実施場所◆指定医療機関
接種回数◆1回
自己負担金◆1,000円
※以下の項目に該当する方は、自己負担金
が免除されますので、事前に健康づくり課
へ申請してください。
（1）生活保護法による被保護世帯に属する
方

（2）町民税非課税世帯に属する方
実施期間◆1月31日（水）まで
受診方法◆予防接種を希望する方は、事前
に指定医療機関へ電話予約などをしてから
受診してください。
問い合わせ◆健康づくり課健康づくり班1

（内線）3334
広町民健康相談

日時◆1月15日（月）午前9時～11時
会場◆町保健センター
対象◆町民の方
内容◆保健師・栄養士・看護師による健康
相談、身体測定、体脂肪測定、血圧測定、
尿検査など
問い合わせ◆健康づくり課健康づくり班1

（内線）3333
※予約の必要はありませんので、ご希望の
方は当日直接会場へお越しください。

乳幼児の健康診査

もぐもぐ離乳食講習会

保 健 ガ

高齢者インフルエンザ予防接種

女性のための保健医療相談

お子さんの歯科保健指導

「はたちの献血」キャンペーン

町民健康相談

歯科保健指導

むしばいばい
（虫歯予防）
教室

期　日

1月25日
（木）

1月25日
（木）

対　象 受け付け

平成17年
12月生まれ

午前9時
30分～
10時

2歳児
歯科検診

平成16年
6月生まれ
平成16年
12月生まれ

午後1時
15分～
2時15分

対　象
4カ月児
（平成18年
9月生まれ）

10カ月児
（平成18年
4月生まれ）

1歳6カ月児
（平成17年
7月生まれ）

3歳6カ月児
（平成15年
7月生まれ）

2月6日
（火）

2月8日
（木）

2月9日
（金）

2月13日
（火）

母子健康手帳、
アンケート

母子健康手帳、
アンケート

母子健康手帳、
アンケート、
歯ブラシ、タオル、
当日の朝の尿、
視力・聴力の調査票
（記入済みのもの）

期　日 持ち物

母子健康手帳、
アンケート、
歯ブラシ、タオル
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大
正
琴
の
サ
ー
ク
ル
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
会
」
は
、
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
活
動

の
一
環
と
し
て
楽
し
く
大
正
琴
を
奏
で
よ
う
と
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
皆
さ
ん
、
そ
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
い
、
平
成
11
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
主
な
活
動
は
、
毎
月
第

1
・
第
3
水
曜
日
に
レ
デ
ィ
ー
ス
プ
ラ
ザ
音
楽
室
で
の
練
習
や
、
年
に
一
度
、
町
内
の

介
護
施
設
を
巡
回
し
慰
問
演
奏
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
会
員
は
、
高
齢
者
や

障
害
者
の
皆
さ
ん
6
人
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
10
人
。
講
師
の
溝
呂
木
璋
子
師
範
の
指
導
の

も
と
、
和
気
あ
い
あ
い
と
大
正
琴
の
演
奏
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ク
ル
で
活
動
す
る
会
員
の
一
人
、
米
田
町
さ
ん
の
年
齢
は
何
と
1
0
3
歳

で
、
今
も
現
役
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
優
し
い
人
柄
と
年
齢
差
を
感
じ
さ
せ
な
い
話
術

で
サ
ー
ク
ル
の
中
心
と
な
り
、
介
護
施
設
の
慰
問
演
奏
会
で
は
独
奏
も
担
当
。
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
練
習
を
重
ね
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
聴
い
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

話
す
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
。
大
正
琴
の
美

し
い
旋
律
に
温
か
い
気
持
ち
を
乗
せ
て
、

い
つ
ま
で
も
聴
く
人
た
ち
の
心
を
癒
や
し

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
会
」
で
は
、
大
正

琴
に
興
味
の
あ
る
高
齢
者
や
障
害
者
の

皆
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
◆
瀧
　
和
子
1
2
8
5
―

0

8
8
0
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サ
ー
ク
ル
紹
介
No.
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大
正
琴
の
旋
律
に
気
持
ち
を
乗
せ
て

●
お
知
ら
せ
●

サ
ー
ク
ル
フ
ァ
イ
ル
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

掲
載
希
望
の
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
班
1（
内
線
）3
2
2
0
ま
で
。

このコーナーでは、あなたの自慢の作品を紹介させていただ
きます。家族やペットの写真・自作のイラストなどをお送りく
ださい。（営利目的や宗教・政治色が強いものは掲載できません）
応募方法◆町内在住の方で、作品と住所・氏名・年齢・電話番
号・作品の解説などを明記の上お送りください。電子メールで
も受け付けています。
あて先◆〒243－0392 角田251－1
愛川町役場総務課広報広聴班　
電子メール◆koho@town.aikawa.kanagawa.jp

稲刈りで一休み。じいじと孫の泰成
たいせい

（6歳）です。
（井上さん）

【
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
会
】

Z Z Z

渡辺海君4歳　お気に入りの場所であ
くびをして、やがてはリラックスタイム。

（渡辺文子さん）



愛川

平成18年度優良店舗コンクール・優良技能者・優良従業員表
彰式が、11月23日（勤労感謝の日）に文化会館で行われました。
地域商業の振興発展に尽くした優良3店舗のほか、長年にわ
たり技能の鍛錬と後進の育成に努めた優良技能者2人、町内の
企業に勤務し成績良好な優良従業員4人の皆さんに、町長から
表彰状などが贈られました。
受賞者の皆さんは次の通りです。（敬称略）

ごみの減量化や再資源化について理解を深めることを目的
に、愛川町役場周辺で「第14回ごみの工夫と生活展」が開催さ
れました。
この1年間に粗大ごみとして家庭から出された家具などを
修理し、格安で販売する「粗大ごみリサイクル市」や、衣類や
おもちゃなどを持ち寄り販売する「リサイクルマーケット」
が行われたほか、町が無料で貸し出している植木剪定

せんてい

枝破砕
機の実演や、生ごみと牛ふんから作られた完熟無臭肥料の無
料配布、廃油せっけん作りコーナーや買い物には自分で袋を
持って行くことを勧めるＰＲコーナーなど、ごみの減量化や
再資源化を考えるさまざまな催しが行われました。

中学生の保護者と町長との懇談会
テーマは子供の安全と食教育小

町長と話し合うつどいの一つとして、「小中学生の保護者と
町長との懇談会」が町内３カ所で開催されました。
保護者からは、「通学路の安全確保」をはじめ、「いじめ問題」
や「今後の道徳教育への取り組み強化」などについての意見が出
されたほか、中学校給食関係では、「栄養面への配慮や授業時
間への影響などの課題が多いので、時間をかけて慎重に検討し
てほしい」などの要望が出されました。

愛川Aikawa Topics
トピックス

15

10月29日から11月5日まで、半原のラビンプラザで「第7
回ラビンプラザまつり」が開催され、多くの来場者でにぎわ
いました。
この催しは、ラビンプラザを利用する団体が、日ごろの活
動の成果を発表するもので、舞踊や合唱などの芸能発表会や、
生け花や俳句、刺しゅう作品などの展示のほか、スポーツ交
流大会や囲碁大会、各種体験教室などが行われました。
会場に展示された作品はどれも素晴らしいものばかり。ま
た、ステージで行われた芸能発表会では、来場者から大きな
拍手が送られていました。

大ごみが掘り出し物に変身
ごみの工夫と生活展粗

良な店舗や
技能者・従業員を表彰優 晴らしい作品などを披露

第7回ラビンプラザまつり素

優良店舗
●優秀賞
オートショップ サイクル

（代表　　　良孝）
hair’s ACT
（代表　松本勝雄）

レストラン　ラピュタ
（代表　首藤栄二）

優良技能者
●卓越優良技能者
平本有司（大工職）
小曽根紀男（大工職）
優良従業員
杉本　清（（有）内藤建設）
奥脇匡子（半原撚糸協同組合）
前田直人（大野土建（株））
久留生功（ダイアボンド工業（株））

2007.January



古紙配合率100％再生紙を使用しています
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●ごみ減量化標語 「捨てないで　お菓子の箱も　資源ごみ」

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

休館の
お知らせ

1月
（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

第１号公園体育館休館日

毎週火曜日、1月1日（月）～3日（水）

田代運動公園・三増公園陸上競技場休園日

毎週火曜日、1月1日（月）～3日（水）、10日（水）

文化会館・ラビンプラザ休館日

毎週火曜日、1月1日（月）～3日（水）

図書館休館日

毎週火曜日、1月1日（月）～4日（木）

図書館開館時間

午前9時30分～午後6時

あいかわカレンダー

消費生活相談

消防出初式

町一周駅伝競走大会　成人式

4カ月児健康診査

司法書士法律相談

消費生活相談行政書士相談ハローワーク就労相談会新春経済講演会 10カ月児健康診査

法律相談　1歳6カ月児健康診査

消費生活相談　町民健康相談

3歳6カ月児健康診査

消費生活相談　女性のための保健医療相談

法律相談

防災講演会

消費生活相談

交通事故相談

消費生活相談　不動産相談　むしばいばい教室　2歳児歯科検診

休日納税窓口

消費生活相談

もぐもぐ離乳食講習会

新春恒例の町最大のスポーツイベント、愛川
町一周駅伝競走大会を開催します。
午前10時に三増公園陸上競技場をスタートす
る選手たちは、各チーム7人でたすきをつなぎ、
約29キロメートルを走り抜けます。
同競技場内では、愛川町スポーツ少年団の子
どもたちによるミニ駅伝競走大会も行います。
※小雨・小雪決行。荒天の場合は中止。

問い合わせ◆スポーツ・文化振興課スポーツ振興
班1（直通）285－6958

第52回
愛川町一周

駅伝競走大会
三増公園陸上競技場　午前10時スタート

1月7日（日）

人　口 43,978（ －3）

男　 22,812（－12）

女　　 21,166（ ＋9）

世　帯　 16,877（ ＋4）

12月1日現在の人口と世帯
( )内は前月比

※住民基本台帳登載人口と外国人登録人口の合計・世帯数
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